
表35 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

動物種   試験   
無毒性量  最小毒性量  

（mg／kg体重／日）   （mg／kg体重／日）   
備考1）   

ラット  90日間   雄：148   雄：616   雌雄：肺胞マクロファージ集族等  
亜急性毒性試験  雌：188   雌：752  

1年間   雄：13．2   雄：189   雌雄：肺胞マクロノファージ集族等  

慢性毒性試験  雌：255   雌：890  

2年間   雄：12．5   雄：169   雌雄：腎絶対及び比重量減少等  
発がん性試験■  雌：16．8   雌：229  

（発がん性は認められない）  

2世代繁殖試験  親動物及び児動物  親動物及び児一動物  親動物  
P雄：70．7  P雄：419  雌雄：体重増加抑制等  
P雌：82．5  P雌：485  

Fl雄：79．5  Fl雄：487  児動物  

Fl雌：90．3   Fl雌：540   雌雄：体重増加抑制等  

（繁殖能に対する影響は認められ  
ない）  

発生毒性試験①  母動物：140   母動物：1，000  母動物：体重増加抑制及び摂餌量減  
胎 児：140   胎 児：1，000  少  

胎児：胎盤重量の減少等  

発生毒性試験②  母動物：140  母動物：－  母動物及び胎児：毒性所見なし   
胎児：140  胎児：－  

マウス  90日間   雄：1，300   雄：一   雌雄：毒性所見なし  
亜急性毒性試験  雌：1，520   雌：一  

18カ月間   雄：1，020   雄：－   雌一雄：毒性所見なし  
発がん性試験  雌：1，320   雌：－   （発がん性は認められない）   

ウサギ  発生毒性試験  母動物：40   母動物：160   母動物：流産等  
胎 児：40   胎 児：160   胎児：肝小葉の明瞭化  

（催奇形性は認められない）   

イヌ  90日間   雄：81   雄：－   雄：毒性所見なし  
亜急性毒性試験  雌：32   雌：72   雌：体重増加抑制及び摂餌量減少  

1年間   雄：20   雄：55   雄：甲状腺ろ胞径の縮小  
慢性毒性試験  雌：48   雌：∵   雌：毒性所見なし   

1）：備考に最／J、毒性量で認められた所見の概要を示した。  
－：最小毒性量は設定できなかった。  

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値が、ラットを用い   

た2年間発がん性試験の12．5mg／kg体重／日であったことから、これを根拠   

として安全係数100で除した0．12mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）   

と設定した。  
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0．12mg／kg体重／日  

発がん性試験  

ラット  

2年間  

混餌  

12．5mg／kg体重／日  

100  

ADI  

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  
記号   略称   化学名   

Ml  エノール体   
シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－4－ヒドロキシー8－メトキシー1－アザスピ  

ロ【4，5】デカ・3－エンー2－オン   

脱メチルエノール  シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－4，8一ジヒドロキシ十アザスピロ［4，5】  
M2       体   デカー3－エンー2－オン   

エノールグルクロ  シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－4，8－ジヒドロキシ十アザスピロ【4，5］  
M3       ン酸抱合体   デカー3－エンー2－オン グルクロン酸抱合体   

エノールアルコー  シスー4－ヒドロキシー3－【5－（ヒドロキシメチル）－2一メチルフェニル】廿メ  
M4       ル体   トキシー1－アザスピロ【4，5】デカー3－エンー2－オン   

シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－3一ヒドロキシー8一メトキシ・1－アザスピ  
M5  ケトヒドロキシ体      ロ【4，8】デカンー2，4－ジオン   

脱メチルケトヒド  シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－3β－ジヒドロキシ十アザスピロ【4，5】  
M6       ロキシ体   デカンー2，4一ジオン   

シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）寸ヒドロキシー8－メトキシー1－アザスピ  
M7  モノヒドロキシ体      ロ【4，5】デカンー2・オン   

M8  ジヒドロキシ体   
シスー3一（2，5－ジメチルフェニル）－3，4－ジヒドロキシー8－メトキシー1－アザ  

スピロ【4，5】デカンー針オン   

ケトヒドロキシギ  シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）骨（へキソピラノシルオキシ）－2，4－ジオ  

M9       酸体   キソー1－アザスピロ【4，5】デカせイル＝ホル⇒－ト   

ケトヒドロキシア  シスー3－ヒドロキシー3－［5－（ヒドロキシメチル）－2－メチルフェニル］サメ  
MlO       ルコール体   トキシー1－アザスピロ［4，5】デカンー2，4－ジオン   

シスー1－【【2，5－ジメチルフェニル】（ヒドロキシル）アセチル】アミノ］－4－メ  
Mll  MAアミド体  

トキシシグロヘキサンーカルポン酸   

M12  マンデル酸アミド  2－（2．5－ジメチルフェニル）一2－ヒドロキシアセトアミド   

M13  マンデル酸   （2，5－ジメチルフェニル）（ヒドロキシ）酢酸   

ヒドロキシモルホ  シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－3－ヒドロキシー9－メトキシー4－オキサート  

M14       リンジオン体   アザスピロ【5．5】ウンデカンー2，5－ジオン   

2－（2，5－ジメチルフェニル）－2－ヒドロキシー∧声4－メトキシシクロヘキサ  

－1－エンー1－イル）アセトアミド  

M15  オレフィン体  または  
2－（2，5－ジメチルフ土ニル）－2－ヒドロキシー〃（4－メトキシシクロへキシ  

リデン）アセトアミド   

M16  ヒドロキシーケト ヒドロキシ体  同定できず   

M17  オクソエノール体   
シスー3－（2，5一ジメチルフェニル）－4－ヒドロキシ十アザスピロ【4，5】デカ  
－3－エンー2，8－ジオン   

シスー3－（2，5－ジメチルフェニル）－4－ヒドロキシー8－メトキシー1－アザスピ  
M18  エノールニ量体1      ロ【4，5】デクー3－em－2－オンの二量体   

M19  エノールニ量体2  同定できず   

グリオキシル酸ア  1s，4s）－1－〈【（2，5－ジメチルフェニル）オキソアクエチル】アミノ）－4－メト  
M20       ミド   

キシシクロヘキサンカルポン酸   

2，5－ジメチル安息  

M21   香酸   
2，5－ジメチル安息香酸   
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オクソケトヒドロ  3－（2舟ジメチルフェニル）－3－ヒドロキシー1－アザスピロ【4，5］デカン  
M23       キシ体   －2，4，8－トリオン   

M24  シクロペンチル体  （1s，4s）一8’－ヒドロキシー4－メトキシー5’－メチルー2，H－スピロ［シクロヘキサ    ン 
ー1，1’－インデノ【1，2－C】ピロー′レト3’（8’H）－オン   

2－ヒドロキシメチル  （5s，8s）－3－【2－（ヒドロキシメチル）－5－メチルフェニル】－8－メトキシ十ア  
M25       体   

ザスピロ【4．5】デカー3一エンー2－オン   

M26  2－ホルミル体   2－［（5s，8s）・8－メトキシー2－オキソー1－アザスピロ【4．5】デカ・3－イル】・4・メ  
チルベンズアルデヒド   

M27  2一炭酸メチル体  炭酸 2－【（5s，8s）－8－メトキシー2－オキソー1－アザスピロ［4．5】デカー3－エン  
－3イルト4－メチルベンジルエチル   

4－メトキシシクロ  

M28   ヘキサノン   
4一メトキシシクロヘキサノン   

メトキシシクロヘ  

ルポン酸   M29   キシニルアミノカ   1－アミノー4－メトキシーシクロヘキサンカルポン酸   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ai   有効成分量   

AUC   薬物濃度曲線下面積   

Cmax   最高濃度   

CMC   カルポキシメチルセルロース   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数敦死濃度   

LD50   半数致死量   

MC   メチルセルロース   

RBC   赤血球数   

Tl／2   消失半減期   

T3   トリヨードサイロニン   

T4   サイロキシン   

TAR   総投与（処理）放射能   

Tmax   最高濃度到達時間   

TRR   総残留放射能   
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＜別紙3：作物残留試験＞  

合計処理量：0，177kga地a   

散布水量：140～184肌a   

散布水量：140～183Ⅰノha   

第2回処理量：0．088kgaiJha  

合計処理量：0．176kga地a   

散布水量：140～183Uha   

合計処理量：0．173kga地a  

散布水量：1＝‡6～140Uha   
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残留量（m摘  

国名  作物名  
試料調麒方法   

実施年  分析部位  P   Ml  M5  M7  羞／。鮒   

米国Uvdde  ブロツコリ  240SC（24鴨扇心製剤   1  0．034  0．121  0．150  ＜0．010  ＜0．010  0．325   

（テキサス）   
2回茎葉散布   1  0．023  0．118  0．127  ＜0．010  ＜0．010  0．288   

2004年  花膏  第1回処理量：0．088kgai瓜a  

散布水量：140～183Ⅰ』1a   

散布水量：160～172Ub   

第1回処理量：0．088kgai瓜a   

散布水量：118Uha   

2（氾4年   花替  第1回処理量：0，088kgai仇a  【平嘲  ＜0．010  0．066  0．165  ＜0．010  ＜0．010  0．251  

醐   第2回処理量：0．088kg扇丑Ia  3  ＜0．010  0．055  0．140  ＜0．010  ＜0．010  0．225  
合計処理量：0．176kg由血a  

3  ＜0．010  0．（：略6  0．130  ＜0．010  ＜0．010  0．226  
散布水量：159～170Uha   

＜0．010  0．（裕1  0．185  ＜0．010  嘲．010  0．王妃6  

7                  ＜0．010  0．028  0．098  く0．010  ＜0．010  0．156  

7  ＜0．010  0．027  0．087  ＜0．010  ＜0．010  0．144  

【平嘲  ＜0．010  0．028  0．093  ＜0．010  ＜0．010  0．150   
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第2回処理量：0．086kga〟ha  

合計処理量：0．171kgai血a   

散布水量：103～134Ⅰ皿a   
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合計処理量：0．178kga班1a   

散布水量：139～141肌a   
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第1回処理量：0．087kgai爪a  

第2回処理量：0．085kg飢丑1a  

合計処理量：0．172kgal血a   

散布水量：166～171L仇a   

合計処理量：0．176kgai爪a   

散布水量：120～122Ⅰノha   
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国名  作物名  経過  
残留量hlg噛  

実施年  分析部位   
試料調製方法  

日数  
P  Ml  M5  M7  Ml クレコシド  合計   

米国他n   キャベツ  240SC（240gai山梨剤   1  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

（ジョージア）   （露地）  2回茎葉散布   1  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．0獣） 

2004年  葉球  第1回処理量：0．088kg血瓜a  
第2回処理量：0．088kgai爪a  【平嘲  ＜0．010  

合計処理量：0．176kg由血a  ＜0．010   

散布水量：171～173Uha   3  ＜0．010  ＜0．010  0．011  ＜0．010  ＜0，010  0．051  

【平均l  く0．010  ＜0．010  0．014  ＜0．010  くの．010  

＜0．010   

7  ＜0．010  ＜0．010  0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．050  

【平均】  ＜0．010  ＜0．010  0．dlO  ＜0．010  く0．010  0．0試）  

薬味  く0．010  ＜0．010  0．016  ＜0．010  ＜0．010  0．0駆  

（外側葉  1  ＜0．010  ＜0．010  0．015  ＜0．010  ＜0．010  0．055  
を除去）  

【瑚  く乱010  

＜0．010   

3  ＜0．010  ＜0．010  0．017  ＜0．010  ＜0，010  0．057  

【平嘲  ＜0．010  ＜0．010  0．015  く0．010  くの．010  0．055  

7  ＜0．010  ＜0．010  0．020  ＜0．010  ＜0．010  0．060  

7  ＜0．010  くの．010  0．014  ＜0．010  ＜0．010  0．054  

【平嘲  ＜0．010  く札010  0．019  旬，010  く0．010  0．057   

GI．P  

2004年  
第2回処理量・0088ai瓜   
合計処理量：0．176kg由几1a   

散布水量：1朗・～173Ⅰ』1a   

第1回処理量：0．094kgai瓜a  

第2回処理量：0．0測kg由瓜a  

合計処理量：0．1独gai瓜a   

散布水量：179～188Ub   

涌
 
 
 



第1回処理量：0．087kg剋丑1a  

第2回処理量：0．0梼kgal瓜a  

合計処理量：0．175kga∽1a   

散布水量：140～152L瓜a   

第1回処理量：0．086kga∽1a  

第2回処理量：0．088kga地a  

合計処理量：0．174kg誠ha   

散布水量：126～130Ⅰ詔Ia   

合計処理量：0．174kga血a   

散布水量：126～130L仇a   

散布水量：126～130L瓜a   
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国名  作物名  残留量（血離感  

実施牢   分析部位   
試料調製方法   

米国   からしな  100OD（100ga山製剤   1  0．369  0．334  0．493  ＜0．010  0．039  1．245   

EastB汀m汀d  茎葉  2回茎葉散布   1  0．428  0．210  0．534  ＜0．010  0．鋸1  1．223   

（テキサス）  第1回処理量：0．088kgai瓜a  【平嘲  0399  0．272  0．514  ＜0．010  0棚  1飢   
GI．P  第2回処理量：0．089kga∽1a   3  0．148  1．405  0．403  ＜0．010  0．039  2．005  

合計処理量：0．177kg由瓜a   

散布水量：137～140Ub   

合計処理量：0．175kg由此1a   

散布水量：168～169Ub   
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国名  作物名  経過  残留量（m釘k∂  

実施年  分析部位   
試料調製方法  

日数  P MlM5 M7  

＜0．010   ＜0．010   ＜0．010   ＜0．010   ＜0．010   ＜0．050   

＜0．010   ＜0．010   く0．010   ＜0．010   ＜0．010   ＜0．050   

第2回処理量：0．088kga∽1a  

合計処理量：0．176kga∽1a  

＜0．010   ＜0．010   0．033   ＜0．010   ＜0．010   0．073   

＜0．010   ＜0．010   0．022   ＜0．010   ＜0．010   0．（：略2   

第2回処理量：0．089kg誠ha  

合計処理量：0．176kg由血a  

散布水量：122～127Uha   

散布水量：122～127Ⅰノha  

合計処理量：0．172kg三山11a  

散布水量：118～125Uha  
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残留量hlが感  

国名  作物名  試料調製方法   
実施年  分析部位  

Ml  
Ml  M5  M7   カレロンド  合計   

米国   きゆうり  100OD（100gai心製剤  
EagkI瓜ke，   、 果実  2回茎葉散布  0．029  0．010  0．014  ＜0．010  ＜0．010  0．073   

（テキサス）  第1回処理量：0，087kgdlla  【平瑚   
0．032  0．010  0．013  ＜0．010  ＜0．010  0．075   

2（氾4年  第2回処理量：0．089kg誠心a  

合計処理量：0．176kga班1a  

散布水量：141～148Ⅰ』1a  

米国nfbn，   きゆうり  240SC（240ga丑）製剤  1  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010   
（ジョ「ジア）   

果実  2回茎葉散布  
1  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010   

2004年  第1回処理量：0．088kg扇血a  

第2回処理量：0．088kga∽1a  

合計処理量：0．176kgai仇a  

散布水量：172～173Ⅰ』1a  

米国 鮎y皿Ouち  きゆうり  240SC（240gai／U製剤  ＜0．010  ＜0．010  0．017  く0．010  ＜0．010  0．057   

（イリノイ）   果実  2回茎葉散布  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

2004年  第1回処理量：0．085kg鉱山a  

第2回処理量：0，087kgai瓜a  

合計処理量：0．173kga班1a  

散布水量：121～124L丑血  

米国Moh10，   メロン，  1000D（100gai／U製剤  ＜0．010  0．013  0．014  ＜0．010  ＜0．010  0．057   

＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  く0．050   

散布水量：133～135Ⅰノha  

散布水量：133～135Uha   
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国名  作物名  経過  
残留量（mが【∂  

実施年  分析部位   
御製方法  

目数  P   Ml  M5  M7  Ml グレロシ／ド  合計   

米国Uvdde，   メロン，  1000D（100ga〟0製剤   0．069  0．035  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．134   

（テキサス）   （マスクメロ   2回茎葉散布   1   0．020  0．012  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．062   

2004年   ン）  第1回処理量：0．088kg扇／11a  【平嘲  0．仙  0．024  ＜0．010  ＜0．010  ＜礼010  0．㈱   
第2回処理量：0．0洲kg由血a  

果実    合計処理量：0．178kg餌爪a  
散布水量：142～163L丑旧  

米国Fresno，   メロン，  10（氾D（100gai／U製剤   0．028  0．025  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．083   

（カリフォルニア）  （ 0．016  0．018  ＜0．010  ＜0．010  ＜0，010  0．064   

2004年   マスクメロ  2回茎葉散布   0．022  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．074   

第2回処理量：0．086kg由仇a  

果実   
散布水量：142～163L丑血   

米国   メロン，  1000D（100ga〟0製剤   く0．010  0．016  ＜0．010  く0．010  ＜0．010  0．056   

EICenは0，   （マスクメロ   2回茎葉散布   
1   

0．011  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．051   

（カリフォルニア）  ン）  
0．011  0．013  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．054   

第2回処理量：0．090kgai血a  
【平瑚  

2004年  
果実   

散布水量：135～136Ⅰ』la  

米国Orland，（カ  メロン，  1000D（100gai瓜）製剤   1   ＜0．010  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

リフォルニア）   （マスクメロ   2回茎葉散布   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  く0．010  ＜0．050   

2004年   こぅ  
1  

＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  く0．0馳   

第2回処理量：0．089kgaJha  【平嘲  

果実   
散布水量：169Ⅰ皿a  

米国F陀SnO，   メロン，  240SC（240gai／U製剤   1   0．015  0．012  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．057   

（カリフォルニア）  （ く0．010  く0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．050   

2004年   マスクメロ  2回茎葉散布   【平嘲  0．013  0．011  ＜0．010  ＜0．010  くの．010  0．054   
第2回処理量：0．088kga∽ュa  

果実   

第2回処理量：0．088kg血／ha  

散布水量：178～185Ub   
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国名  作物名  経過  
残留量血g粒∂  

実施年  分析部位   
試料調製方法  

日数  P   Ml  M5  M7   

米国¶丑on，  スかカ／ち  100OD（100gai山梨剤   
（ジョージア）  2回茎葉散布   

2004   第1回処理量：0．088kgai瓜a  
果実   第2回処理量：0．0郎kgai瓜a  

合計処理量：0．176g誠11a   

散布水量：167～173Uba   

米国Ti氏on，  残留減少試験  
（ジョージア）  

スカッk  100OD（100g由／山梨剤   1   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050   

2004 果実  2回茎葉散布   
1   ＜0．010  ＜0，010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0，050  

第1回処理量：  
1   ＜0．010  ＜0．010  0．018  ＜0．010  ＜0．010  0．058  

0．0781b…山AO．088kg誠心a  
第2回処理量：  【平均I  ＜0．010  ＜0．010  0．013  ＜0．010  ＜0．010  0．053  

0．0781bai／AO，088kgai瓜a                                  果実  ＜0．010  0，017  ＜0．010  ＜0．010  く0．010  0．057  
（調理後）  合計処理量：   

1   く0．010  0．023  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．063  
0．1571ba〟AO．176gaiha  
散布水量：167～173Ⅰ丑1a   

＜0．010  0．b22  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．062  

【平均】  ＜0．010  0．021  ＜0．010  ＜0．010  く0．010  0．鵬1  

果実  1   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  

（皮を  ＜0．010  ＜0．010  0．007  ＜0．010  ＜0．010  0．047  

除去後）  ＜0，010  ＜0．010  0．018  く0．010  ＜0．010  0．058  

t平嘲  ＜0．010  ＜0．010  0．012  ＜0．010  くの．010  0．052  

果実全体  1   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  
（洗浄後）  

1   ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．010  ＜0．050  

＜0．010  ＜0．010  0．011  ＜0－010  ＜0．010  0．051  

【平均l  ＜0．010  ＜0．010  0．010  ＜0．010  ＜0．010  0．050   

米国Molho，   スカッシち  100OD（100gai心製剤   1   ＜0．010  0．014  0．033  ＜0．010  ＜0，010  0．077   

（フロリダ）  2回茎葉散布   1   ＜0．010  0．010  0．019  ＜0．010  ＜0．010  0．059   

・2（氾4年   果実  第1回処理量：0．0き娼kg由瓜a 第2回処理量：0．0帥kga班1a  
合計処理量：0．178ga班m   3   ＜0．010  ＜0．010  0．017  ＜0．010  ＜0．010  0．057  

散布水量：146～150Ub   3   ＜0．010  0．011  0．033  ＜0．010  ＜0．010  0．074  
【平嘲  ＜0．010  0．011  

＜0．010   

7  ＜0．010  ＜0．010  0．011  ＜0．010  ＜0．010  0．051  
【平均】  ＜0．010  ＜0．010  0．013  ＜0．010  ＜0．010  0．053   
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合計処理量：0．177ga血a   

散布水量：168～171Uha   

合計処理量：0．176ga〟ha   

散布水量：133Uha   

合計処理量：0．179kg由几1a   

散布水量：179Ⅰ』1a   

散布水量：172～173Ⅰ几a   
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